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招 集 期 日 令 和 6 年 5 月 1 5 日 （水） 会議の場所 教育委員室 

会議の時刻 開会の時刻  午後 1時 30 分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後 2時 35 分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出  席   平 野 博 之 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出  席 駒 澤 幸 浩 委 員 出  席 

田 村 和 代 委 員 出  席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

橋本学校教育部長 新井生涯学習部長 米花教育総務課長 蓮見学校教育課長 

亀村学校給食センター所長 佐藤生涯学習課長 根岸スポーツ振興課長 阿久津図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 大橋 傍聴人 なし 

会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

日程第1 

前回会議録の承認 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

本日、傍聴人はない。 

 

5 月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関す

る案件等について出席委員の 3 分の 2 以上の多数で議決した場

合は非公開とすることができる。本日の日程の中で非公開とす

べき案件はないため、全て公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

4 月定例教育委員会の会議録について諮った。 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

報告事項 1、２について、学校教育課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第2 

報告事項1 

教職員退職者の表彰

について 

 

報告事項2 

令和 6年度教科書展

示会について 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項3 

令和 5年度学校給食

実施状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項4 

令和 5年度公民館運

営評価結果について 

 

学校教育課長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教職員退職者の表彰について、羽生市教育委員会表彰規程第

2 条第 2 号に基づき、普通退職となった元校長 2 名を表彰する

ものである。 

 

令和 6 年度教科書展示会について、国の告示に基づき、羽生

北小学校内の羽生教科書センターを会場として、令和 6 年度教

科書展示会を 6 月 14 日から 6 月 27 日までの期間で実施するも

のである。 

 

 

報告事項 3 について、学校給食センター所長から説明を求め

た。 

 

 

学校別実施状況及び給食納付金調定額である。小学校 11 校の

給食人員 2,518 人に対し調定額 8,551 万 4,899 円、中学校 3 校

の給食人員 1,318 人に対し調定額 5,203 万 1,368 円、給食セン

ター分と合わせ、令和 5 年度の合計は、給食人員 3,864 人に対

し給食納付金調定額は 1億 3,904 万 9,407 円である。 

令和 5 年度賄材料費支出額の総額は、1 億 9,984 万 9,576 円

であり、提供給食数は 69 万 5,950 食であった。 

 

 

報告事項4から10について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

利用状況について、令和 4 年度と比較し、全ての公民館にお

いて利用者数が増加した。主催事業や参加者数についても多く

の公民館で増加した。昨年 5 月 8 日に新型コロナウイルス感染

症が 5 類感染症に引き下げられ、公民館が地域の核として、住

民が集い交わる施設として利用されていることが実感できる。 

公民館事業について評価項目は九つあり、公民館運営審議会

の外部評価は、5 段階評価で評価 4 が 4 館、評価 3 が 5 館であ

る。中でも地域活動グループの養成のための講座の実施につい

ては、各館とも苦心している。主催講座の実施により、新たな 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項5 

令 和 5年 度 公 民 館 利

用状況について 

 

 

報告事項6 

令 和 5年 度 羽 生 市 産

業文化ホール利用状

況について 

 

 

 

 

 

報告事項7 

羽生市立小・中学校

PTA 会 長 及 び 副 会 長

退任者の表彰につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

会員の加入につながった事例もある。 

施設の利用について評価項目は八つあり、外部評価は、5段階

評価で評価 4 が 4 館、評価 3 が 5 館である。総合評価の外部評

価は、評価 4 が 5 館、評価 3 が 4 館であり、令和 4 年度と同等

の評価である。 

全体として、サークル活動や地域ごとのイベントなどを含め、

コロナ禍以前に戻っている。公民館まつりも、多くの方にお越

しいただき、大変にぎわった。また、前年度に公民館運営審議

会からの意見を取り入れ、若い世代に向けた講座の開催や、講

座やイベントの周知にＳＮＳを積極的に活用するなど、各館の

創意工夫や積極性も見受けられた。今後も利用者が安全安心に

利用できる環境を整えつつ、魅力的な講座や事業を開催するこ

とで、公民館に地域住民が集い、学びを提供できる場となるよ

う取り組んでいく。 

 

令和 5 年度における九つの公民館全体の利用件数は 9,136 件

で対前年比112.5％、利用人数は8万 2064人で対前年比115.3％

であった。利用件数及び利用人数ともに、全ての館において前

年度から増加している。引き続き、さらなる利用促進に努める。 

 

令和 5 年度は、利用件数が 2,331 件で対前年比 99.1％、利用

人数は 5 万 6,188 人で対前年比 112.3％、利用料金は 1,777 万

3,200 円で対前年比 88.7％であった。大ホールの利用件数が令

和 4年度と比較し減少した主な要因は、アーティストの利用で、

コンサート前に行うリハーサルの期間が以前よりも短くなって

いる傾向にあることが挙げられる。中期的に見れば、施設全体

の利用件数は、コロナ禍以前の数字を超えている。引き続き、

指定管理者と連携し、幅広い利用促進に努める。 

 

今回退任された市内小・中学校のＰＴＡ会長及び副会長に対

し、学校教育の進展に寄与された功績を称え、羽生市教育委員

会表彰規程に基づき感謝状等を贈呈する。対象者は、会長 7名、

副会長 26 名、計 33 名である。会長には、来月開催する羽生市

ＰＴＡ連合会総会において表彰し、副会長、単位ＰＴＡから授

与する。 
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会議事件名 て ん 末 

報告事項8 

令 和 6年 度 公 民 館 利

用団体人権教育講座

の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項9 

令 和 6年 度 羽 生 市 人

権教育研修会の開催

について 

 

 

 

 

報告事項10 

令 和 6年 度 羽 生 市 人

権教育指導者研修会

の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項11 

全国フロアカーリン

グ大会in羽生（第17  

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

公民館を利用している団体の方々の人権問題に対する理解を

深め、人権意識の高揚を図るものである。今年度の受講対象者

は、新郷公民館と手子林公民館の利用団体である。日程及び内

容は記載のとおりである。各館で 2日、三つの講座を開催する。 

県の職員が講師となる講座は、県の出前講座を活用し、埼玉県

が昨年度作成したヤングケアラー支援スタートブックについて

講義をいただく。社会問題となっているヤングケアラーについ

ての現状や地域で支えていくために自分たちに何ができるのか

などについて講義していただく予定である。引き続き、様々な

人権問題に対する市民の学びの場の提供に努める。 

 

市民一人一人が人権問題を正しく理解し、人権意識の高揚を

図ることを目的として開催する。日時は、8月 1日木曜日午後 1

時 30 分から 3 時 40 分まで、羽生市産業文化ホール小ホールに

おいて開催する。内容は、市内小中学生による人権作文の発表

のほか、一般社団法人ヤングケアラー協会代表理事の宮崎成悟

氏をお招きし、自身のヤングケアラーの経験を踏まえた当事者

への支援方法などについて講演をいただく。 

 

市職員、市教職員、自治会、民生委員等を対象に開催し、受

講者が人権教育指導者としての役割を担うことで、広く人権教

育の推進を図るものである。受講方法は、昨年度に引き続き、

会場参集とオンラインの選択制とし、受講後に受講報告書を提

出してもらい修了証を発行する。講座内容は、資料 6 に記載の

とおり三つの講座となる。講座 1 は、報告事項 9 で報告した人

権教育研修会との共催とする。 

 

 

報告事項 11 から 13 について、スポーツ振興課長から説明を

求めた。 

 

 

市で普及振興しているフロアカーリングを全国大会として開

催することにより、羽生市を県内外に発信するとともに、フロ

アカーリングの更なる普及を目的として実施しており、中止を 
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会議事件名 て ん 末 

回）の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項12 

令 和 5年 度 体 育 施 設

利用状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項13 

羽生市レクリエーシ

ョン協会役員退任者

の表彰について 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項14 

企画展「羽生市 70年

のあゆみ」の開催に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

含め 17 回目の開催となる。期日は令和 6年 7月 7日日曜日、会

場は羽生市体育館である。後援、日程、競技方法、競技規則等

は記載のとおりである。参加対象者は、フロアカーリングの愛

好者等で、本大会から副審、スコアカードの記入ができるチー

ムを対象とする。募集チーム数は 96 チームで、上限を超えた場

合は抽選により決定する。本日現在の申込数は、市内チームが

37 チーム、市外チームが 39 チームで合計 76 チームである。な

お、この事業は市制施行 70 周年記念事業として実施する。 

 

全体的にほとんどの施設の利用が令和 4 年度と比較して増加

している。令和 2 年度に指定管理者制度を導入し、コロナ禍以

前の市直営時を上回る利用者数となっている。指定管理者の民

間企業ならではのサービス向上取組の結果と捉えている。 

１体育館は、利用件数、利用人数ともに前年比で 100％を超え

る実績となった。2中央公園は、利用件数は微減だが利用人数は

増加しており例年と比較し、増減の誤差の範囲と考える。3 小・

中学校体育施設、5ワークヒルズ体育室利用状況も利用人数、件

数ともに前年度と比較して増加している。引き続き、指定管理

者等と連携し、さらなる利用拡大に努める。 

 

 令和 5 年度をもってレクリエーション協会理事長を退任され

る名簿に記載の者に対し、羽生市教育委員会表彰規程に基づき

感謝状を授与する。同氏は、レクリエーション協会理事長とし

て 16 年、理事を含めると 30 年以上にわたりレクリエーション

振興のため御尽力いただいた。 

 

 

報告事項 14、15 について、図書館長兼郷土資料館長から説明

を求めた。 

 

 

 羽生市は、昭和 29 年に市制が施行され、令和 6 年で 70 年を

迎える。今回の企画展は、その節目を契機とし、これまでの羽

生市の歴史を振り返ることで、これからの羽生市民のウェルビ

ーイングの形成と文化の発展を企図するものである。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項15 

令 和 5年 度 羽 生 市 立

図書館・郷土資料館

事業概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

主催は羽生市立郷土資料館、展示期間は令和 6年 7月 13 日土

曜日から 9 月 29 日日曜日である。時間は 9 時から 4 時 30 分、

会場は郷土資料館展示室である。休館日は、毎週火曜日の休館

日並びに 9月 26 日木曜日の館内整備日とする。入館は、無料で

ある。 

主な展示資料として、指定文化財の関連資料を提示する予定

である。また市制施行時関連の資料並びに「伸びゆく羽生」と

いう、昭和30年代の産業まつりの様子などの資料写真等があり、

ビデオと写真等の展示も計画している。 

関連企画として、8 月 3 日、25 日 11 時から 30 分程度、展示

説明会を実施する。また、中学生以下のお子さんを対象にクイ

ズラリーを 7 月 21、28、8 月 1 日、8 日、22 日に開催し、全問

正解者には記念品を贈呈する予定である。 

周知方法は、広報はにゅう 7 月号並びにポスター・リーフレ

ット、郷土資料館ホームページ、市のＬＩＮＥ配信等で告知す

る予定である。 

 

図書館事業概要の羽生市図書館協議会関連として、委嘱式を

含め 4 回開催した。主な内容は、事業報告及び事業計画並びに

第 3 次羽生市立図書館運営基本計画の策定に当たり意見をいた

だいた。図書館利用状況は、令和 5年度の来館者数が 8万 6,650

人で、令和 4 年度より 1,952 人増加した。資料の利用者数は令

和 4 年度に比べて 633 人の減少、貸出し利用件数についても合

計で 8,272 件減少した。資料整備状況について、一般図書、児

童図書、参考図書、郷土行政図書、雑誌、視聴覚資料を含め 5,482

冊整備し、所蔵数は 18 万 6,316 冊である。実施事業として、お

はなし会、映画会、ブックトーク、ブックスタート、セカンド

ブック、かがくあそび講座、一日図書館員、絵本の読み聞かせ

講座、リサイクルフェア、施設見学会等、図書館の事業を多く

の方に知っていただき、図書館に足を運んでいただく機会とな

るよう実施した。広報活動として、広報はにゅうへの資料紹介

記事並びにＳＮＳでの情報発信を行った。 

郷土資料館事業概要である。羽生市立郷土資料館運営委員会

の開催状況は、7月 5日、令和 6年 2月 9日の 2回実施した。収

蔵資料の状況は、令和 5年度末の収蔵資料点数は民族、文書・ 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項18 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

書籍、自然物を合わせ 15 万 970 点、受託資料は 3,122 点、合計

で 1 万 9,092 点である。購入した資料は、田山花袋関連資料と

して文書世界 8 巻 1 号を購入した。実施事業として、常設展示

「羽生の文学と歴史」並びに企画展「収蔵資料展-近年の収蔵資

料を中心に-」を開催した。見学対応、講座、研修、調査につい 

て、ムジナモと牧野富太郎の植物標本の講座を令和 5 年 5 月 13

日土曜日に文化ホールで開催した。出張講座として資料館学芸

員を埼玉純真短期大学に派遣した。また、加須郷土史研究会か

らの要望により、江戸の瓦について講演を実施した。また、寺

院所蔵資料の調査並びに収蔵資料の燻蒸を実施した。 

その他広報活動として、広報はにゅうへのイベント紹介並び

に市ホームページ、資料館だよりを発行した。 

 

 

その他の報告について説明を求めた。 

 

 

5 月 16 日木曜日に北海道産ホタテを使用した特別献立による

学校給食を実施する。実施の経緯は、令和 5 年 8 月の東京電力

福島第 1 原発の処理水放出による一部の国・地域での日本産水

産物の輸入停止措置の影響により、ホタテ貝をはじめとする国

内水産物の市場価格が下落した。その状況において、日本海老

協会は国内生産者の支援、また、ホタテのおいしさを広めるこ

とを目的とし、全国小・中学校を対象に、北海道産ホタテを学

校給食に無償提供する取組を行っている。当市においても、こ

の協会の取組に賛同し、また、児童がこれらの海産物、良質で

上質な食材に触れる良い機会と捉え、今回の特別献立を実施す

るものである。なお、実施に当たり、今年度、埼玉県教育委員

会から食育の研究委嘱を受けている新郷第二小学校の学級担任

と栄養教諭が食育事業を実施するほか、市長、教育長を交えた

会食を実施する予定である。 

 

羽生東小学校の校長デザインの公募結果について報告する。2

月 5日から 4月 5日まで公募したところ 138 件の応募があった。

内訳は、児童が 68 件、市内が 43 件、市県外から 19 件であった。 

学校校運営部会で最終的に 5点を選考したが、今後協議により、 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

最終的には 3校児童の投票により最後の 1案を決定する。 

 

4 月 16 日、令和 6 年度第 1 回埼玉県市町村教育委員会教育長

研究協議会がさいたま商工会議所会館で行われた。文科省の高

橋先生による発達支持的生徒指導による不登校・いじめを生ま

ない魅力ある学校づくりの講演等、各研究協議会が行われた。 

4 月 24 日、ワークヒルズ羽生大会議室において令和 6 年度埼

玉県市町村教育委員会連合会第 1回理事会が開催された。令和 5

年度の事業報告、令和 5 年度の決算、役員の改選、令和 6 年度

の事業計画案、予算案が承認された。 

 

 

報告事項に関し、質問・意見を求めた。 

 

 

 令和 6年度教科書展示会についてである。第 20 採択地区教科

用図書採択地区協議会において中学校の教科書の採択が間もな

く始まる段階で、民間の声や保護者の声を多く取り入れていき

たいと考えている。ここでＰＴＡ会長などいろいろな方が閲覧

した内容の結果が出てくると思うが、前回の時なるべく多くの

人に見ていただき、多くの声をいただきたいとお願いをした。

昨年の実施状況から、今年度の開催に当たり、多く見ていただ

くための工夫等されているか。 

 

今月の校長研究協議会を通し、各学校長に対し、特に検定の

年であると強く呼びかけている。 

 

民間の方や保護者の方、例えばＰＴＡ会長などに行き届く状

況になるのか。学校の方から訴えかけてもらうと、そういうこ

とになるか。 

 

一般の方への呼びかけは難しいところではあるが、広報等の

呼びかけを通じ、是非興味をもった方に来ていただきたい。一

番意見を反映させたいのは子どもたちが通う保護者になると思

うので、学校を通じて、強く保護者へお願いしていきたい。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

平野委員 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

教育長 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

平野委員 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

田村委員 

教科書展示は、県で実施している箇所を提示しており、この

近隣では羽生北小学校内にある羽生教科書センターで展示して

いるが、羽生に限らず近くのところで見られるよう県のホーム

ページ等で紹介している。各学校の校長は、やはり一番使う教

員にしっかり見てもらいたいことから、教職員は出張で展示会

に行ってもらい、ほとんどの教員が見ていると認識している。 

 

企画展「羽生市７０年のあゆみ」についてである。7 月 13 日

から 9 月 29 日まで開催されるが、展示説明会が 8 月 3 日と 25

日の 2 日間だけである。もし好評だった場合は、例えば 9 月中

に追加で開催するなど柔軟に考えるのかどうか。 

 

展示説明会は、できるだけ多くの方に来ていただくよう、夏

休み期間中の 2日間を計画している。2日間の様子を見て、柔軟

に考えたい。 

 

状況を見て、反響があるときは追加を検討することでよいか。 

 

はい。 

 

郷土資料館で、加須市の団体において「江戸の瓦について」

の講座を行っている。この近隣の加須、行田を含めて、お互い

に行き来して講座を行ったりすることもあるのか。 

 

この加須市郷土史研究会は、加須市民を中心に活動している

団体であるが、羽生市郷土資料館の学芸員で江戸時代の瓦を専

門に学んできた者がおり指名をいただいた。当団体は会員も多

く、当日は 47 名の参加があった。会場は加須駅前の市民プラザ

で開催した。 

 

企画展については、夏休みということもあり、小学生を中心

に、是非二世代、三世代で参加してほしい。一つの提案として、

夏休みの課題などで70周年について作文やレポートを書いてみ

る宿題を出してみてはどうか。 

令和 5年度体育施設利用状況について中央公園の陸上競技場 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

教育長 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

利用者が減少している。陸上連盟が高齢化し、若い方になかな

か入ってもらえない。また、先日埼玉ジュニアのゴルフ大会が

あり、岩瀬小学校 6 年生の女子が準優勝するなど、ますますジ

ュニアの育成に市として取り組んでもらいたい。 

産業文化ホールの利用状況について、7 月、10 月の大ホール

利用件数は 40 件で一緒だが、利用金額がかなり違うのはどうい

った理由か。 

 

企画展「70 年のあゆみ」は、本当に親子三世代で楽しみなが

ら羽生市のあゆみを知っていただく機会になると思う。 

 

学校にこの情報を提供し、興味のある子が宿題として活用で

きる方法として何か提案はあるか。学校には情報を提供してい

るか。 

 

提供している。 

 

これを課題として捉えて宿題にすることができれば良いとい

うことだと思う。そういう形で取り組んでいけるよう校長会等

で紹介してもらいたい。 

 

2 点目の陸上競技場の利用人数についてである。昨年度に比べ

利用人数は減っているが、市が直営していたときは、今以上に

陸上競技場の利用制限があった。例えば、芝生の養生の関係で

サッカーの試合は公式戦でないと使えない制限があったが、指

定管理者制度導入後は、指定管理者が専門的な業者を雇えるよ

うになり、サッカーの公式戦ではなく練習試合等でも使えるよ

う改善された。利用人数、利用件数は、市の直営のときよりも

増えている状況にある。さらなる活用を今後も図っていきたい。 

ジュニアのゴルフ大会についてである。来週の月曜日に表敬

訪問する予定である。ゴルフに限らず、トップアスリート育成

事業としてスポーツ少年団種目を中心に、底辺の拡大、レベル

の向上を今後も図っていきたい。 

 

産業文化ホール大ホールの 7月、10 月の利用料金の差につい 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

てである。芸術の秋ということで、毎年 10 月、11 月、12 月は

市内の小・中学校の利用又は市主催の吹奏楽フェスティバル、

文化団体連合会などの利用に関して、利用料金が減免となる利

用が多いことが金額に反映されている。今年度も 10 月、11 月、

12 月の週末は、そのような内容で全て予約が埋まっている状況

である。 

 

 公民館の評価結果についてである。毎年見ているが年々良く

なっており良いと感じている。コロナも明け、来場者数も増え

ている。注目しているのは村君公民館である。人口が少ない地

域であるが、運営審議会委員の意見の中で地域をつなぐ公民館

として十分にその機能を果たしているとある。中段に学校再編

となるコミュニティの中心として館の重要性が増すと思うので

今後も期待していると大変前向きな意見があって、素晴らしい

と感じた。 

全体的に見ると、改善事項の中で女子トイレの洋式化の修繕

やＬＥＤ化、トイレの水漏れ修繕の実施などがある。やはり予

算をかけてトイレの洋式化や水回りの修繕をした方が良いと思

うがどう考えているか。 

 

公民館の外部評価に関し、ありがたい御意見をいただいた。

各公民館がそれぞれ工夫を凝らしながら精一杯行っていること

がこのような評価につながったと感じている。女子トイレの洋

式化やＬＥＤ化など、限られた財源であるため、緊急性、優先

順位について全ての公民館の順位付けし、順番に行っている。 

女子トイレの洋式化は、各公民館１箇所ずつ洋式化できそう

であり、利用の多い 1 階か 2 階か、男性用か女性用か多目的ト

イレか、各公民館で検討している。全てはできないが、利用者

が快適に利用できるかどうか、喜ばれるかどうか考えながら、

一つ一つ進めている。本年度も限られた予算ではあるが、しっ

かりと対応してまいりたい。 

 

能登地震の後も公民館や学校、体育館は避難所として使われ

るケースもある。やはりトイレなどは大事な部分だと思うので、

できるだけ予算をいただいて、なんとか改修できればと思う。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

令和 5 年度の体育施設利用状況について、陸上競技場の利用

の仕方が改善されたということだが、陸上トラックを利用しよ

うしたら年間の予約が入っていて、地元住民でも使えなかった

という声がある。その理由が今のサッカーの利用方法が変わっ

たことで、恐らくそういう状況になったと思うが、是非地元で、

かつ、部活動をやっている方からの声なので、何かしら利便性

を高める方法がないか、検討していただきたい。 

産業文化ホールの利用状況について、令和 5 年度の利用料金

合計が約 1,800 万円程度である。この金額が文化ホールをしっ

かり運営していく上でふさわしい金額になっているのか。例え

ば、修繕費や人件費などいろいろな支出があると思うが、あの

施設を年間で 1,800 万円程度の金額で運営ができているのか。 

 

陸上競技場の利用の利便性の向上についてである。現状とし

て、まず優先的に体育協会、レクリエーション協会、スポーツ

少年団、小学校体育連盟、中学校体育連盟等に加盟されている

団体については、年間の事業計画でスケジュールを押さえてい

る。その他の利用者は 3 か月前からの予約に御協力をいただい

ている。部活動で活用される場合、校長先生からの減免申請書

により、直近 1 週間で施設が空いていれば無料で使用できる措

置を取っており、その辺も含めて今後も御活用いただきたい。 

 

文化ホールの利用料金について、この金額は文化ホールを利

用する場合にお客様からいただく料金の合計である。一方、指

定管理者が実施する事業があり、例えば、お笑いライブや 3 月

に開催されたイルカ、太田裕美さんのコンサートなど、そうい

った自主事業により、この金額とは別に収入がある。先日文化

ホールから報告を受けた中では、予定どおりの収入であると報

告を受けている。 

 

公民館の報告について、岩瀬公民館のふれあい広場、川俣の

通学合宿、三田ヶ谷のとにかく楽しもう三田ヶ谷、村君公民館

の三世代交流会など、全世代で行われる事業が公民館で行われ

ているようである。多くの講座は各世代に向けて行われている

と思うが、全世代に向けてというのは、これから非常に重要に 



 

 

13 

 

会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第3 

議案第30号 

羽生市教育委員会点

検評価員の委嘱につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

教育長 

 

なると思う。世の中の関係性が希薄化してきている中で、こう

した事業を行うことは非常に意義があると思う。各市公民館で

是非前向きにこうした事業を参考にし、開催について検討して

いただきたい。ただし、負担になるのは事実であり、公民館主

体でやるのも一つだが、地域の何かの団体が主体でやるのも一

つだと思う。そうした取組が各公民館にあると、より地域の結

束力であるとか、何か事業を進める上でも有効性が高まる部分

であると感じる。 

 

川俣、三田ヶ谷、村君、岩瀬のどちらの館も全て幅広い世代

の方が集い、賑わえるイベントである。外部評価で、公民館運

営審議会の意見でも、幅広い世代が公民館を利用して、地域の

交流拠点となってほしいという意見が多かったのが印象的であ

る。こうした事業は実行委員会方式により、地域の皆様の御協

力の下、公民館を含め皆さんで作り上げて、皆さんが集まって

いただける事業となっている。それ以外の地域も同じようには、

簡単にはいかないかも知れないが、こうした良い例もあるため、

各館に意見として伝え、積極的に取り入れられるよう促したい。 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

  

 

議案第 30 号について、教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市教育委員会点検評価実施要綱第 4 条の規定により、記

載のとおり羽生市教育委員会点検評価委員を委嘱することにつ

いて議決を求めるものである。任期は、令和 6年 5月 15 日から

委嘱後最初に作成する報告書が完成する日までである。 

 

議案第 30 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第31号 

令 和 6年 度 羽 生 市 立

小・中学校就学支援

委員会専門委員の委

嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第32号 

令 和 6年 度 羽 生 市 立

小・中学校就学支援

委員会専門委員の委

嘱について 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 議案第 30 号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 30 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 31 号について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市立小・中学校就学支援委員会規則第 3条の規定により、

対象者 14 名に、令和 6年度羽生市小・中学校就学支援委員会委

員を委嘱することについて議決を求めるものである。任期は、

令和 6年 6月 3日から令和 7年 3月 31 日までである。 

 

議案第 31 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 31 号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 議案第 31 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 32 号について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市立小・中学校就学支援委員会規則第 4条の規定により、

対象者 28 名に、令和 6年度羽生市小・中学校就学支援委員会専

門委員を委嘱することについて議決を求めるものである。任期

は、令和 6年 6月 3日から令和 7年 3月 31 日までである。 

 

議案第 32 号について、質問・意見を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第33号 

令 和 6年 度 羽 生 学 校

運営協議会委員の委

嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第34号 

公民館運営審議会委

員の委嘱について 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 特になし 

 

 議案第 32 号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 議案第 32 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 33 号について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市学校運営協議会規則第 6 条第 2 項の規定により、各学

校 15 名以内、対象者 166 名に、令和 6年度羽生市学校運営協議

会委員を委嘱することについて議決を求めるものである。任期

は、令和 6年 5月 16 日から令和 7年 3月 31 日までである。 

 

議案第 33 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 33 号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 議案第 33 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 34 号について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

委員に欠員が生じたことから、羽生市公民館運営審議会設置

条例第 2条第 2項の規定により、名簿に記載した 22 名に公民館

運営審議会委員を委嘱することについて議決を求めるものであ 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第35号 

羽生市文化芸術振興

審議会委員の委嘱に

ついて 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

る。任期は、前任者の残任期間である令和 7年 5月 30 日までで 

ある。 

 

議案第 34 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 34 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 議案第 34 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 35 号について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

委員に欠員が生じたことから、羽生市文化芸術振興審議会要

綱第 3 条の規定により、名簿に記載した 2 名に羽生市文化芸術

振興審議会委員を委嘱することについて議決を求めるものであ

る。任期は、前任者の残任期間である令和 7年 7月 25 日までで

ある。 

 

議案第 35 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 35 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 議案第 35 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 36 号について、生涯学習課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

議案第36号 

集会所運営委員会委

員の委嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第37号 

羽生市立学校適正規

模審議会委員の委嘱

について 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

委員に欠員が生じたことから、羽生市集会所運営委員会規程

第 3条の規定により、名簿に記載した 10 名に集会所運営委員会

委員を委嘱することについて議決を求めるものである。任期は、

前任者の残任期間である令和 7年 5月 30 日までである。 

 

議案第 36 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 36 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 議案第 36 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 37 号について、教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市学校適正規模審議会委員に欠員が生じたことから、羽

生市立学校適正規模審議会規程第 3 条の規定により、羽生市立

学校適正規模審議会委員を委嘱することについて議決を求める

ものである。任期は、前任者の残任期間である令和 7 年 2 月 7

日までである。 

 

議案第 37 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 37 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 議案第 37 号は、可決された旨宣した。 

 

 

次回教育委員会の日程について、事務局より説明の旨。 

 

 

6 月定例教育委員会は、6月 19 日水曜日午後 1時 30 分から、

302 会議室で開催する。 

 

 

 閉会を宣した。 

 

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


